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2024年3月12日
AZ-COM丸和ホールディングス株式会社

丸和運輸機関ラグビー部が新体制及び新チーム名を発表しました
～「AZ-COM丸和」をチーム名に冠し新体制でチーム強化を図ります～

AZ-COM 丸和ホールディングス株式会社（本社：埼玉県吉川市、代表取締役社長：和佐見勝）の

グループ会社で3PL 事業（※1）を提供する株式会社丸和運輸機関（本社：埼玉県吉川市、代表取締役社

長：和佐見勝、 以下「丸和運輸機関」）が運営するラグビー部「AZ-MOMOTARO’S（アズ モモタ

ローズ）」は、この度、新体制及び新チーム名で今シーズンに臨むことを発表しました。

（※1）荷主に対し、その立場に立ったロジスティクスサービスを戦略的に展開する事業（一般社団法人 日本3PL 協会）

丸和運輸機関ラグビー部は、2023年度 関東ラグビーフットボール協会 トップイーストリーグにお

いてBグループに所属し、5チーム中2位の結果をおさめました。さらにAグループとの入替戦に出場

し勝利したことで2024年度のAグループ昇格を決めました。

2024年度シーズンではチーム強化を図りAグループで躍進するために、GM（ゼネラルマネー

ジャー）兼監督にトップリーグでの監督等を歴任した細谷直氏、ヘッドコーチに昨季まで明治大学の

ヘッドコーチを務めた元日本代表の伊藤宏明氏、プレイングコーチに昨年現役を引退していた元日本

代表の木津武士氏を招へいし、新チーム名「AZ-COM丸和MOMOTARO’S」（アズコムマルワモモタ

ローズ）として始動します。  

AZ-COM丸和MOMOTARO’Sでは、誠実なプレー、熱き情熱、チームの結束、礼儀正しい規律、そ

して、プレーさせていただくことへの感謝、の5つの精神を基本理念としています。今後もこの精神

のもと何事にも挑み続け、企業人、ラガーマンとして誰からも愛されるチームを創ってまいります。
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【新チーム名】
AZ-COM丸和ホールディングスグループの中核会社（丸和運輸機関）としてグループの総称である「AZ-COM丸和」
をチーム名に冠しました。
MOMOTARO’Sは、創業以来展開している輸配送サービスブランドの“桃太郎便”に由来しています。

【新チームロゴ】
物流事業の象徴であるトラックのタイヤが回る様子を表現し、丸和(丸い輪)がステークホルダーとの繋がりを広く発
展させることを表しています。

＜新チーム名・新チームロゴ＞

GM兼監督
細谷 直

ヘッドコーチ
伊藤 宏明

プレイングコーチ
木津 武士（右から2人目）代表取締役社長 和佐見 勝

＜新体制＞
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＜新体制スタッフコメント＞

■GM兼監督 細谷直（Tadashi Hosoya）
身が引き締まる思いであるとともに、新しいチーム作りができる期待を感じています。AZ-COM丸和
MOMOTARO’Sの魅力を世の中に発信していきたいと思っています。当面はトップイーストAグルー
プで優勝争いができるチームを目指します。そのような姿をラグビー関係者やリーグワンの方々に見
ていただきたいです。
他のチームを参考にしながらAZ-COM丸和MOMOTARO’Sならではの独自性も見せていくことができ
ればラグビー業界全体の発展に貢献できるのではないかと思っています。全員で同じ絵を見ることか
ら始めたいです。ワクワク感が止まりません。

■ヘッドコーチ 伊藤宏明（Hiroaki Ito）
まだこのチームは若いですが、チームの独自性を打ち出し、スタイルを確立できるように貢献したい
と考えています。丸和ウェイ、丸和スタイルというか、しっかりと自分達のスタンダードを持って
チーム作りを進めていきたいです。

■プレイングコーチ 木津武士（Takeshi Kizu）
昨年一度引退し、知人の会社に就職、一から社会人として名刺交換やパソコンの使い方を学びました
が、心のどこかでもう一度ピッチに立つ姿を家族に見せたいという思いがありました。そのような時
に細谷GMからプレイングコーチとしてオファーしていただき入団を決意しました。一度完全に引退
したので一からメンタル面と身体を作りなおして、ピッチ内外、いろいろな形でチームに貢献したい
と考えています。

＜AZ-COM丸和ホールディングス株式会社 代表取締役社長 和佐見勝のコメント＞
AZ-COM丸和MOMOTARO’S は、AZ-COM丸和ホールディングス株式会社の中核会社である株式会社
丸和運輸機関がチームの母体です。丸和運輸機関という社名に「機関」という言葉を使ったのは、業
界の中心、心臓部、№1になりたいという創業者としての思いを込めて命名しました。この思いはラ
グビーでも全く同じであり、いずれはリーグワンで№1になりたいと考えています。そのための第一
歩として今回の体制を整えました。新体制の監督、コーチ陣には強いチームにしていって欲しいと期
待しています。また強いチームを作るにあたって選手やスタッフには夢と希望を持って取り組んでも
らいたいと考えています。私も試合があるたびに責任者として、また一ファンとして現地に足を運ん
で観戦しています。今後も選手たちとの距離感を大事にして強いチーム作りに貢献したいと考えてい
ます。
私は常々「仕事を通じて社会貢献する」と申し上げていますが、ラグビーに関わる活動も社会貢献だ
と考えています。引き続きご指導ご鞭撻の程よろしくお願いします。

丸和運輸機関ラグビー部 AZ-COM丸和MOMOTARO’S （アズコムマルワモモタローズ）は、千葉県
柏市の東京大学 丸和 柏FUSIONフィールドを拠点にしており、2013年に発足後、2014年に関東社
会人ラグビーフットボール連盟に登録し、ラグビー部として活動を開始しました。全員が社業とラグ
ビーの両立を目標に掲げ「企業人、ラガーマンとして誰からも愛されるチームを創り上げていくため
に5つの精神を胸に刻み何事にも挑み続ける」という丸和ラグビー精神のもと、日々全力で取り組ん
でいます。地域社会との交流も積極的に行っており、ラグビースクール訪問やラグビー体験会などを
通して若い世代の普及育成にも力を入れています。
・URL：https://www.az-momotaros.jp/
・丸和運輸機関ラグビー部 公式応援ソング『Az-ONE』 歌：くるま英子
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